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[研究の背景] 

 「阿波踊り」は藩政期より続く徳島城下の盆踊

りであり、和楽器奏者と踊り手を擁する多数の連

と呼ばれる集団が、路上を歩きながら踊る行進型

である。踊りの振りに決まりはなく、男女差の希

薄な老若男女の自由な乱舞とされ、僧侶や乞食に

扮する仮装や異性装も行われていた。昭和初年代

からの観光政策では、異装や洋楽器を禁じ 1 つの

集団を十人以上とする等の基準による審査場が

設置された。後に連は観光客向けの桟敷席を設け

た演舞場を中心に踊るようになり、戦後は様式化

された統一的な群舞となった。現在ジェンダー性

の明確な「女踊り」、「男踊り」、「女ハッピ踊り」

（ハッピ装の女性）の 3つの様式が確立している。 

[研究の目的と方法] 

  本研究では、異性装である男装の女性による踊

りが「女ハッピ踊り」として様式化する過程を辿

り、「女ハッピ踊り」における踊りの動作とジェン

ダーの流動性を提示する。さらに「女ハッピ踊り」

と戦前まで行われていた異装を比較し、様式化さ

れた「阿波踊り」において異装の機能がどのよう

に変化したかを明らかにする。研究方法は、新聞

等の「阿波踊り」に関する記事における言説の分

析、写真および映像の調査、「阿波踊り」公演の観

察および実践者へのインタビューである。 

[様式化以前の「阿波踊り」における異装] 

  異装に関する禁止政策は、藩政期および明治維

新初期にすでに行われていた。さらに徳島観光協

会は 1936 年の「阿波踊り」集団の審査基準に「服

装は古典的のもので整備をしたもの」という項目

を定めた。『徳島日日新報』等の新聞記事には度々

異装に関する記事があり、男性の女装、女性（主

として芸妓や娼妓）の男装、袈裟による僧侶の扮

装、襤褸をまとっての乞食の扮装により巡査から

咎められたことが記され、特に女性のハッピ姿は

大腿部の露出などが厳しく批判されている。禁止

にも関わらず行われる仮装は人々のエネルギー

源であり、滑稽性を表現したいという動機に基づ

いており、日常のあたりまえの規範を打ち破る機

能があったと考えられる。 

 観光政策開始時の異装の取り扱いについては、

興味深い変更がある。徳島商工会議所は 1928 年

に盆踊りを観光化すべく新聞を通して「秩序ある

踊り」を要請した。ところがこれが裏目に出て踊

り手が少なかったため、同年秋の「置市四十年」

及び「御大典記念」の祝賀では風俗を乱さぬ程度

という条件で紛争が許可されたところ、全市が賑

わった。しかし観光客が増加するにつれ再び異装

が下品であるという批判が起こり、1936 年の審

査基準により禁じられることとなった。  

[「阿波踊り」の様式化] 

 戦争による中断を経た「阿波踊り」は、特に女

性の踊り手に女性らしさやセクシュアリティを

見出す視線が形成され、「見られる踊り」という意

識が踊り手にも生まれた。1960 年代後半に女性

の踊りの足運びが内輪の爪先立ちとなり、男性と

は異なる「女踊り」として確立する。「女踊り」は

列を揃え動作も統一化されていき、1980 年代に

は歩数、進行方向、動作のタイミングなどを予め

定めておく整然としたフォーメーションが導入

された。男性の踊りも 1970 年代より自由性を残

しながらも連内で統一化され、フォーメーション

を組むようになった。「女踊り」は「優美でしなや

か」であり、「男踊り」は「豪放で力強い」とされ、

ジェンダーの差異が明確に表現されている。「男

踊り」の踊り手は幅広い年代だが、「女踊り」は十

代後半から三十代が主力であり、年齢制限を設け

ている連も多い。一方 1960 年代後半より、着流

し（男性用浴衣）あるいはハッピによる男装の女

性が増加し、「女の男踊り」と呼ばれた。男装の女

性は男性に混じって踊ることが多く、身軽な衣装

で「男踊り」の自由性を享受していたと考えられ

る。またこれらの女性の男装が「異装」として非

難されることはなく、肌の露出によるセクシュア

リティに好意的な言説が多く見られる。  

[「女ハッピ踊り」の確立と多様化] 

  さらに女性の男装の内ハッピを着て踊る女性

は男性から独立して 1 つのパートとして踊るこ

とが標準となり、2000 年代には「女ハッピ踊り」

という呼称が定着した。「女の男踊り」は女性が

「男踊り」そのものを踊ることが特徴とされたが、

「女ハッピ踊り」の踊りの動作は連によりかなり

異なる。「男踊り」の特徴を踏襲する連もあるが、

足を外輪どころか内輪気味にし「女踊り」同様の

動作のしなやかさと統一性と整然としたフォー

メーションを特徴とする連もあり、多様化してい

る。しかしいずれの場合でも様式化した「阿波踊

り」に適合しており、大正期の異装に見られた滑

稽味や諧謔性は見出されない。また当初中年以降

でも許容された「女ハッピ踊り」は現在十代後半

から三十代前半までが主力となり、「女踊り」以上

の若年化の傾向がある。踊り手に人気の理由は、

「男踊り」が踊れる、「阿波踊り」の花形で注目さ

れる、また「女踊り」より衣装が楽であるからと

いう理由が実践者から見出される。様式化されジ

ェンダー性が強化された「阿波踊り」においては、

異装であるはずの「女ハッピ踊り」が、「男踊り」

の衣装の身軽さや「女踊り」にはない踊りの自由

性を享受することで「阿波踊り」における女性と

しての規範を打ち壊している側面もあるが、「女

踊り」の特徴の要素を取り入れ、むしろ規範を強

化している面もあると考えられる。 
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 本研究は「阿波踊り」（徳島市の盆踊り）における異装を対象とし、昭和初期に観光政策

が開始され様式化された「阿波踊り」における男装の女性（異装）と、明治および大正期に

行われていた異装を比較し、その機能の変化を考察した。特に、様式化以前の僧侶や乞食の

扮装では滑稽味や諧謔味が表現されていたこと、異装は庶民が盆踊りに参加する意欲の源

であったこと、様式化された「阿波踊り」では女性の男装も様式化の方向に進み異装とはみ

なされなかったこと、男装の女性の踊りは当初は男性の踊りを踏襲していたが、連によって

は女性の踊りの特徴の要素を取り入れるようになり、多様化した点に着目した。異装には

「あたりまえの規範から解放される」機能があると考えられるが、様式化された「阿波踊り」

における男装の女性は、衣装の身軽さや女性の踊りにはない自由性を享受する側面がある

が、連によってはジェンダー性が強化されている側面があると結論した。 
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